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〈註〉
（１）岡崎［1998］は、本節の戦略的補完性による概
念を外部性の概念を用いて説明しているが、そ
れでも構わない。ただし、タイピストの利害関
係を理解する上では戦略的補完性の概念がより
分かりやすいかもしれない。
（２）詳しくは、岡崎・奥野［1993］、青木・奥野
（［1996］、特に13章）などを参照されたい。
（３）青木昌彦はこの用語の代わりに、「機能的技能
（functional skill）」という用語を用いている。
（４）情報効率的組織型については青木［1995］の第
２章を参照されたい。
